
特集 建設分野の魅力 第 回

株式会社新井組

南 圭太さん
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水
門
工
事
で
は
底
板
を
水
中
に

築
く
必
要
が
あ
り
、
ま
ず
水
を
抜

い
て
地
面
を
掘
削
。
次
に
地
盤
改

良
の
工
事
を
行
い
、
底
板
を
構
築

す
る
。
そ
の
作
業
が
設
計
図
や
工

程
通
り
に
進
む
よ
う
に
監
理
し
、

品
質
を
確
認
す
る
仕
事
に
携
わ
っ

た
。子

ど
も
の
頃
か
ら
工
作
が
好

き
で
大
学
の
土
木
工
学
科
に
進

み
、
新
入
社
員
で
こ
の
現
場
に

臨
ん
だ
。
「
建
設
用
語
か
ら
仕
事

の
や
り
方
ま
で
、
一
か
ら
教
わ
っ

た
。
台
風
で
は
高
潮
で
現
場
が

漬
か
っ
て
仕
切
り
直
し
。
自
分
も

一
歩
間
違
え
ば
逃
げ
遅
れ
る
と

い
う
経
験
を
し
、
自
然
の
怖
さ
を

目
の
当
た
り
に
し
た
」
と
振
り
返

る
。現

在
は
入
社
５
年
目
の

歳
。

「
建
設
の
仕
事
の
魅
力
は
地
図
に

残
る
こ
と
。
ス
マ
ホ
の
地
図
ア
プ

リ
で
自
分
が
関
わ
っ
た
構
造
物
が

見
ら
れ
る
の
も
う
れ
し
い
」

自
然
の
怖
さ
胸
に
品
質
管
理

西
宮
市
南
部
を
流
れ
る
新
川
と
東
川

の
河
口
部
で
２
０
１
４
年
に
着
工
、

年
度
末
に
完
工
予
定
。
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
県
は
３
㍍
以
上
の
津
波
を
想

定
し
て
お
り
、
津
波
が
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
て
浸
水
す
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

に
新
た
に
整
備
し
た
水
門
が

年
に
完

成
。
排
水
能
力
が
約
２
倍
に
な
る
統
合

排
水
機
場
と
海
沿
い
の
防
潮
堤
が
で
き

れ
ば
、
浸
水
面
積
が
４
１
９
㌶
か
ら

㌶
に
縮
小
す
る
。

昨年完成した「新川水門」。排水機場や

防潮堤の整備が完了すれば、高潮被害想

定の解消、津波浸水被害想定面積９割の

縮小につながる＝西宮市今津西浜町
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新川水門・統合排水機場
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株式会社森崎組

木村直行さん
出
来
上
が
り
存
在
感
に
感
動

新
川
水
門
の
建
設
工
事
担
当
者

と
し
て
柱
の
設
置
工
事
に
携
わ

り
、
「
出
来
上
が
っ
た
水
門
の
破

格
の
存
在
感
に
感
動
し
た
」
と
手

応
え
を
話
す
。

２
本
の
柱
は
別
々
の
業
者
が

造
っ
て
合
体
さ
せ
た
。
狭
い
区
域

で
隣
接
工
事
と
な
っ
た
た
め
、
綿

密
に
工
程
を
調
整
。
後
か
ら
工
事

に
入
っ
た
同
社
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
色
や
模
様
、
部
品
の
位
置
な

ど
を
先
行
の
会
社
に
合
わ
せ
る

こ
と
も
心
が
け
た
。
「
今
津
地
域

の
新
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
。
左
右
が
対

称
で
、
見
た
目
に
違
和
感
の
な
い

水
門
に
な
っ
て
ほ
っ
と
し
て
い

る
」入

社

年
目
。
数
年
前
か
ら
週

休
２
日
制
が
定
着
し
、
３
人
の
子

ど
も
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
。

「
父
が
自
分
に
し
て
く
れ
た
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
を
現
場
に
連
れ

て
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」
と

父
親
の
表
情
を
見
せ
た
。
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豊国工業株式会社
関西支店

下門竜也さん
命
や
暮
ら
し
守
る

使
命
感

新
川
水
門
は
県
内
有
数
の
大
き

さ
。
水
門
内
側
に
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ

ー
が
あ
り
、
帆
を
張
っ
た
船
が
通

れ
る
高
さ
を
確
保
し
た
か
ら
だ
。

２
枚
の
門
扉
が
上
下
ス
ラ
イ
ド
式

で
動
く
大
規
模
な
水
門
は
珍
し

く
、
「
設
置
完
了
の
と
き
の
達
成

感
は
ひ
と
し
お
だ
っ
た
」
と
話
す
。

公
共
事
業
か
ら
地
域
の
農
業
用

水
門
ま
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
水
門

を
専
門
に
扱
う
メ
ー
カ
ー
の
支
店

長
。
「
水
門
は
頻
繁
に
使
う
も
の

で
は
な
い
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
動
か
な
け
れ
ば
困
る
。
だ
か
ら

造
る
と
き
以
上
に
そ
の
後
の
維
持

管
理
が
重
要
」
と
話
し
、
水
門
管

理
者
を
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
す

る
。東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
の

仕
事
が
大
き
な
経
験
と
な
っ
た
。

「
水
門
は
人
々
の
命
や
生
活
を
守

る
も
の
と
い
う
使
命
感
を
改
め
て

感
じ
た
」
と
話
し
、
真し

ん

摯し

に
仕
事

に
向
き
合
う
。

Ｐ Ｒ
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兵庫県
尼崎港管理事務所

河川整備課

永田 徹さん

地
域
住
民
の
理
解
が
不
可
欠

計
画
設
計
か
ら
工
事
監
理
ま
で

一
貫
し
て
担
い
、
住
民
や
企
業
と

の
調
整
窓
口
も
務
め
る
の
が
建
設

行
政
。
永
田
さ
ん
は
今
春
か
ら
こ

の
事
業
に
携
わ
る
。
神
戸
市
東
灘

区
出
身
で
高
校
３
年
の
と
き
阪
神

・
淡
路
大
震
災
を
経
験
。
土
木
分

野
で
防
災
に
関
わ
り
た
い
と
、
民

間
会
社
を
経
て
入
庁
し
た
。

周
辺
は
団
地
が
立
ち
並
ぶ
住
宅

地
で
住
民
の
関
心
は
高
い
。
「
画

期
的
工
事
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
」
と
見
学
会

を
開
き
、
現
場
事
務
所
で
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
を
伝
え
る
写
真
展
示
も
行

う
。
ま
た
現
場
は
地
下
に
「
灘
五

郷
」
で
用
い
ら
れ
る
「
宮
水
」
が

流
れ
、
近
く
に
は
西
宮
市
重
要
有

形
文
化
財
の
「
今
津
灯
台
」
が
あ

る
。「

地
域
資
源
を
守
り
な
が
ら
施

工
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
さ
と
難

し
さ
を
日
々
感
じ
て
業
務
に
あ
た

っ
て
い
る
」
と
話
す
。
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公益財団法人
兵庫県まちづくり技術
センター阪神事務所

八釜和紀さん

職
員
の
特
殊
業
務
サ
ポ
ー
ト

県
・
市
町
の
社
会
基
盤
整
備
を

支
援
す
る
公
益
財
団
法
人
の
一
員

で
「
公
共
工
事
品
質
確
保
技
術
者
」

の
資
格
を
持
つ
。
大
規
模
・
特
殊

工
事
で
は
土
木
職
公
務
員
の
業
務

が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
最
新
の

技
術
情
報
と
豊
富
な
経
験
を
生
か

し
て
県
職
員
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

今
回
の
現
場
は
地
下
水
や
汚
泥

が
多
い
軟
弱
地
盤
で
、
計
画
変
更
、

追
加
工
事
の
繰
り
返
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
「
本
体
工
事
に
着
手

す
る
ま
で
に
要
し
た
２
年
半
は

年
の
経
験
で
最
長
。
躯く

体た
い

工
事
に

立
ち
合
い
で
き
た
と
き
が
一
番
う

れ
し
か
っ
た
」
と
苦
笑
し
な
が
ら

も
、
「
高
品
質
の
構
造
物
を
造
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
安
全
・
安
心

は
も
ち
ろ
ん
、
維
持
管
理
費
の
抑

制
に
も
つ
な
が
る
。
よ
り
よ
い
も

の
づ
く
り
の
た
め
、
陰
な
が
ら
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
表
情
を
引
き

締
め
る
。

「
新
川
水
門
」
事
業
で
高
潮
発
生

時
の
浸
水
被
害
は
解
消
さ
れ
、
津

波
の
浸
水
想
定
面
積
の
９
割
が
縮

小
さ
れ
る
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高さ ㍍津波被害縮小へ

阪神甲子園球場から約15㌔南西の臨海部で、高さ約 ㍍の巨大水門が空に伸びている。南海トラフ巨大地震の津波で浸

水被害が想定され、過去にも高潮による被害を受けている阪神南地域に昨年完成した「新川水門」。現在は排水機場や防潮

堤の整備に入っており、全事業が完了すれば津波による浸水面積の９割縮小につながる。整備にあたる発注側の兵庫県と受

注側の建設業者に、まちを守る事業の内容や仕事の魅力について聞いた。（取材協力‖兵庫県建設業育成魅力アップ協議会）
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